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 近年、物理現象を用いた人工知能用素子として、リザーバコンピューティングが注目を集め

ている。中でも、磁性体の静的な磁化状態のノード状態として用いたリザーバコンピューティン

グは、情報が不揮発であるため、間欠的な低消費電力動作が可能であることから IoT デバイス等

のエッジコンピューティングでの応用が期待されている。我々はこれまでに、セルラ・オートマ

トンに基づくリザーバを提案してきた[1-4]。これらリザーバは、単磁区構造を有するナノ磁性体

の磁化の向きによりノード状態を保持している。一方で、多磁区構造をとる磁性体をノードに用

いることで、より多様なノード状態を表現できる可能性がある。そこで本研究では、磁壁を有す

る磁性細線中の磁化の向きをノードとしたリザーバコンピューティングを提案する。 

図 1に本研究で用いたパーマロイの磁性細線からなるリザーバの概要図を示す。本素子はHuang 

T. Zeng らによって提案されたドメインウォールロジックシフトレジスタ[5]を基盤にしている。図

1 中破線部で示した位置の磁化の向きを変化させることにより情報を入力し、回転磁場を用いる

ことで、ノード状態を更新した。磁化の変化はマイクロマグネティック・シミュレータ(mumax3)[6]

を用いて計算した。性能評価には STM、PC タスクを用いた。その結果、STMC 5, PCC 5 が得られ

た。我々は本素子が近い将来 IoT デバイス等で用いられることを期待している。本研究は科研費

20H05655の支援をうけて実施されたものである。 
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図 1 微細構造を有する磁性体中の磁壁運動を用いたリザーバの概要図。黒で示した領域

は線幅 200 nmの磁性細線を示す。また赤枠によって分割された領域の磁化の向きを

ノードとして用いた。 

第68回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2021 オンライン開催)19p-Z34-12 

© 2021年 応用物理学会 19-025 FS.1


